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大垣市議会最終日の６月１５日、「安

全保障法案に対する慎重審議を求める意

見書」の請願に対して、共産党、市民ネッ

トワークは賛成しましたが、自民・公明・

民主が反対して、請願は不採択になりま

した。

この請願を審査した「建設環境委員会」

では、自民クラブの岩井議員が「尖閣諸

島等領土問題があるので集団的自衛権が

必要」と発言し慎重審議を求めた請願に

反対、賛成少数で不採択になりました。

市民の間にも戦争法案反対の声は高まっ

ています。

７月２日、大垣駅北口広場で「もう黙っ

とれん、平和・自由・いのちを守るコン

サート」が行われ、４００人が集まりま

した。
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【補正予算】

マイナンバー事業に反対
６月
議会

「年金機構の情報流出問題が示すとお

り、個人情報を一括管理することには流

出、不正使用の危険が大きい」

所属している企画総務委員会で審査さ

れました、マイナンバー事業を進める補

正予算の議案に対し、反対の発言をしま

した。

賛成多数で議案は通過しましたが、社

会保障や税の情報を国が一括管理するこ

のマイナンバー制度、プライバシーを危

うくする仕組みだと感じています。

大垣市でも、１０月にはマイナンバー

通知カードが郵送され、来年１月からは

手続きにおいて実際にマイナンバーの使

用が始まります。

今後、預金情報、医療診察情報もマイナ

ンバーに紐付けようとする流れもありま

す。制度の中止を求めていきます。

「３３万人。８７６億円。この数字は、

借りた奨学金の返済が滞っている人の数、

そして滞納金の総額です」

「多くの若者は、厳しい雇用と経済情勢

のもと、奨学金を返したくても返せない

状況に置かれています。私も奨学金の返

済毎月１万３０００円を続けております」

「市独自の奨学金とも言える、大垣市育

英資金の助成金額現在月額２５００円の

増額を求めます」

６月８日（月）一般質問にて登壇し、

足と声が震えながらも初質問を行いまし

た。

市長の答弁は、「予算がなく難しい、今

後検討していく」といった回答でした。

現在は、申し込みは４月の一ヶ月の間

のみ、申し込もうとしていたら忘れてし

まったという声も聞きます。

今後は、制度それ自体の改善に加え、

活用、広報の部分も研究していきたいと

思います。

国民の立場で真実を伝え続ける

しんぶん赤旗をお読みください。
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【地域課題】林町バロー北交差点に安全策

地域の方から、交差点の危険さのご相談

を頂きました。

林町バロー北側、大垣北高から２１号

線を越えてまっすぐ南側、西へはドラッ

グユタカ林町店へと続く抜け道になって

いる交差点です。

よく事故が起きている、かつては北高

生の自転車との事故も起きた、安全策は

とれないか、といった内容でした。

市の生活安全課にご相談したところ、

「①道幅が足りず信号設置は難しい

②道幅拡充のためには私有地買取が必要

③道路標示、看板等を設置してきた

④警察には地域の声があったと伝える」

との回答でした。

すぐには、改善されない部分もあるか

とは思いますが、意見を伝えることがま

ず大切だと感じています。

今後も、地域の課題がありましたらお

気軽にご相談下さい。

養老鉄道の存続問題議会
報告

日時 ： 7月7日（火）午後6時から7時
場所 ： どろんこ子どもクラブ

（大垣市新田町1-7 大垣市民会館東）

よびかけ： ぞう５０００プロジェクト

おおがき準備会

大垣でも「ぞうれっしゃ」

を走らせよう！

～作曲者藤村氏を囲む会～

交差点北から。奥にバロー

２１と２５８の裏道だと分

存続に向けて大垣市長のリーダー
シップを求める
公有民営方式を提案されている養老鉄

道存続問題について、笹田市議が一般質

問で取り上げました。

大垣市当局は、養老鉄道を存続する場合、

多くの課題があるとして、以下の点を上

げました。

①人口減少・少子高齢化に伴う今後の乗

降客の減少による経営悪化

②鉄道施設等の維持管理コストの増大、

③運転士等の人材確保

④沿線地域がどれだけ地域鉄道を利用し

てくれるか

そして、近鉄に協力要請を行なったが

前向きな回答は得られなかったと、公有

民営方式には慎重な姿勢でした。

しかし、養老鉄道が廃線ともなれば600

万人の乗降客の足を奪い、代替交通とし

てバス転換しても「高コスト構造で輸送

力・定時性を考慮すると鉄道以上の優位

性は認められない」（報告書）というも

のです。

養老鉄道は西濃地域のインフラ（社会

資源）であり、これを廃線にすることは

教育や福祉など住民生活に直接影響し、

地域経済にも大きなダメージを与え、地

方創生と言われる中、地域を亡ぼすこと

になるのではと危惧します。超高齢・少

子化の中、人口減少時代だからこそ、住

民の交通権を保障していくための地域交

通政策が必要で、国が責任をもって政策

化し予算的措置を行うべきです。また養

老鉄道は２県３市４町に渡り、広域性か

ら見ても沿線自治体だけで

なく岐阜県の果たす役割は

重要です。以上のことを考えるならば、

西濃地域の中心的な位置にある大垣市が

リーダーシップを発揮して県や国に対し

て働きかけるべきと、市長に養老鉄道存

続のため全力を尽くすことを求めました。

（建設・経済・議会運営委員会報告）

養老鉄道問題は建設環境、経済産業、

議会運営の各委員会でも審議されました。

「大垣市民の利用が少ない」と一部の議

員から消極論も出ましたが、経済委員会

では「存続できればしたほうが良い」と、

そのためには赤字や廃線時の負担も含め

てどれだけ資金が必要か、9月までに試算

をし、県と話をするなど現実的な意見が

出されました。

養老鉄道は西濃地域のインフラ
住民参加で総合交通政策を
養老鉄道の存続のカギは住民参加によ

る鉄道と周辺のバス路線などとの連携さ

せた総合的な地域交通政策を策定してい

くことです。利用者を増加させる皆さん

のアイデアをぜひお寄せください。

↑党派を越えて、西濃地域の議員や、
養老鉄道を守る会の方、地域交通の研究
者などと意見交換を行っています。


